
第 212 回新潟海区漁業調整委員会議事録 

 

 １ 招集状送付年月日    令和５年７月 10 日（月） 

 

２ 開催日時        令和５年８月１日（火） 13 時 30 分 

 

 ３ 開催場所        新潟県水産会館２階大会議室 

新潟県新潟市中央区万代島２番１号 

 ４ 出席者 

  定数 15 名 

新潟海区漁業調整委員会委員（11 名出席） 

土屋貞男、渡邊廣吉、磯谷光一、葛西澄人、神田義信、塚田政直、菊池弘之、 

富樫聰、若杉玉二、脇坂三重城、高橋千洋 

新潟県農林水産部水産課 

渡辺副参事（調整係長）、内田主査（調整係） 

新潟海区漁業調整委員会事務局 

河村書記長、渡邉主査、近主事 

 

 ５ 議 題 

（１） 知事許可漁業の許可又は起業の認可を申請すべき期間について（諮問） 

（２） 適格性の喪失等による許可等の取消し等について（諮問） 

（３） 共同漁業、区画漁業及び定置漁業に係る免許について（諮問） 

（４） 漁業権の条件について（諮問） 

（５） 定置漁業の保護区域の委員会指示について（指示） 

（６） その他 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



６ 会議の顛末 

（13：30） 
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・定刻となりましたので、ただいまより第 212 回新潟海区漁業調整

委員会を開催します。 

・まずはじめに、土屋会長よりご挨拶をお願いします。 

 

[挨拶] 

 

・次に、本日の委員の出席状況について報告いたします。 

・本日は、11 名の委員が出席されておりますので、委員会事務規程

第６条の規定により、この委員会が成立することを報告します。 

・次に本日の会議資料を確認します。 

 [資料の確認] 

・それでは、会長から議事の進行をお願いします。 

 

・ただいまより第 212 回新潟海区漁業調整委員会を開会します。 

・それでは、議事に入る前に私の方から議事録署名人を指名させて

いただいてよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・今回の議事録署名人は、若杉委員、脇坂委員にお願いします。 

・それでは議事に入ります。 

・議題（１）「知事許可漁業の許可又は起業の認可を申請すべき期間

について」は知事からの諮問事項でしたが、県から諮問を取り下げ

る話がありましたので、県より説明をお願いします。 

 

［資料１に基づき説明］ 

 

・ただいまの説明では、同意を必要とする団体での合意形成がされ

ていなかったということかと思いますけれど、これについては県

の方で諮問を取り下げるということでしたので、委員会としては

特に協議する案件ではありませんが、質問や確認したいことがあ

れば受け付けたいと思います。 

 

・この件について、所属漁協も知らなかったのですか。 
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・所属漁協から当該団体へ同意をお願いしているものですから、当

該団体から同意書が送られてきたものを見て、同意が得られてい

るものと思い、漁協としても大丈夫だろうと判断したと考えてい

ます。漁協は、当該団体で、どのようなかたちで同意が得られてい

るかまでは把握していなかったようです。 

 

・これについては、よろしいでしょうか。 

・それでは他に意見等はないようですので、議題（１）については取

り下げということで、次の議題に移らせていただきます。 

・次に議題（２）「適格性の喪失等による許可等の取消し等について」

は知事からの諮問事項です。県から諮問をお願いします。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、諮問事項について説明をお願いします。 

 

［資料２に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（２）についての説明がありましたが、ご意見、ご

質問はありませんでしょうか。 

 

・我々もこの周辺海域で操業しており、かなり前から底びき網の船

が操業を始める時間になると帰っていく船が確認できていまし

た。本人はその行為が違反行為である自覚があったのですか。 

 

・そうです。 

 

・資料 17 ページでは、何回目で何日の停泊などとありますけれど、

これが何年間のペナルティが有効になるとか、そういうことはあ

るのですか。 

 

・資料 11 ページに処分基準がありまして、今回の場合は過去５年以

内での回数になっております。この処分基準は漁業法改正に合わせ

て県の方でリニューアルしておりますので、そこからのカウントと
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なり、台帳を整理してしっかりと対応していきたいと考えています。 

 

・他に意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えないこと

としてよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（２）についても、原案どおりとして差し支えない旨、

知事へ答申することとします。 

・次に議題（３）「共同漁業、区画漁業及び定置漁業に係る免許につ

いて」も知事からの諮問事項です。県から諮問をお願いします。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、諮問事項について説明をお願いします。 

 

［資料３に基づき説明］ 

 

 

・ただいま、議題（３）について説明がありましたが、ご意見、ご質

問はありませんでしょうか。 

 

・私が見る限り、資料の漁業協同組合の「協同」の文字が何箇所か誤

りがありましたので、直していただきたいと思います。 

 

・わかりました。失礼いたしました。 

 

・他に意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えないこと

としてよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（３）についても、原案どおりとして差し支えない旨、

知事へ答申することとします。 

・次に議題（４）「漁業権の条件について」も知事からの諮問事項で
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す。県から諮問をお願いします。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、諮問事項について説明をお願いします。 

 

［資料４に基づき説明］ 

 

 

・ただいま、議題（４）について説明がありましたが、ご意見、ご質

問は、ありませんでしょうか。 

 

・先ほどの漁業権にも関係ありますが、一定の区域内に漁業権を与

えているということですが、その区域というのは公示されている

ものなのですか。 

 

・春に答申いただいた漁場計画については、公示しております。ま

た、その区域についても、今回緯度経度も付けて公示して、免許の

申請を受け付けております。 

 

・今はインターネット社会で、スマートフォンで調べればすぐに色々

と出てきますが、そのようなインターネット上にも、一般の人が見

れるように公示されているのですか。 

 

・今回の免許申請の期間だけ公示をしていたところでしたが、今後

免許をした後、一般の方にも閲覧できるようにさせていただきた

いと考えているところです。 

 

・付け加えさせていただきますと、漁場計画につきましては県報に

登載されているものですので、県のホームページにも掲載されて

いることになります。また、漁業権につきましては、今の状況にな

りますが、海上保安庁が行っている「海しる」というホームページ

に、どのように漁業権が設定されているか参考程度に地図で確認

できるものがあり、一般の人も見ることができるようになってお

ります。 
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・漁業権というのは、漁業を営む権利を海面の中で与える許可とい

うことですが、漁業をやっている人からしたら、ここは俺のところ

だから一般の人はダメだというようなことで、一般の方とのトラ

ブルの元になるものなので聞かせていただきました。 

 

・できるだけ一般の人にも知らせていきたいとは考えています。 

 

・他に意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えないこと

としてよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（４）についても、原案どおりとして差し支えない旨、

知事へ答申することとします。 

・続いて議題（５）「定置漁業の保護区域の委員会指示について」説

明ををお願いします。 

 

［資料５に基づき説明］ 

 

 

・ただいま、議題（５）について説明がありましたが、ご意見、ご質

問は、ありませんでしょうか。 

 

・それでは議題（５）について、意見等はないようですので、案のと

おり指示することとしてよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（５）については、案のとおり指示を発動します。 

・続いて、議題（６）「その他」ですが、事務局から何かありますか。 

 

・特にありません。 

 

・事務局からは特にないということですが、委員の皆様から何かあ

りますでしょうか。 
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・共同漁業権では、議決については正組合員の人単位で決めている

が、適格性では世帯単位にして決めているのはなぜなのですか。世

帯単位は経済的な単位ということでしょうか。 

 

・どうしてそうしたかと言えば、法の条文がそうなっているからで、

そのとおりにさせていただいたというところです。世帯単位でカ

ウントするというところは、先ほど菊池委員がおっしゃっていた

ように、経済的に一つ一つの経営体で判断するということなのか

なと推察するところではありますが、正確なところまでは承知し

ておりません。 

 

・世帯単位の方が外から入り難いのでしょうか。わざわざ難しい単

位にしているような気がしてしまって。 

 

・従前、漁業権自体が地先の漁業権ということだったので、その考え

をそのまま踏襲されている部分があるのかもしれません。 

 

・明確な回答が得られませんでしたので、もしできれば次回の委員

会の時にでも説明していただければと思います。 

・他に無いようですので、本日予定しておりました議題について審

議を終了しましたので、これにて第２１２回新潟海区漁業調整委

員会は、終了とさせて頂きます。 

 

 

終了：14:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


